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ルート７７沿線に広がる
阿戸・吉山の魅力戸山学区

社会福祉
協議会 ようこそ戸山へ！！

　上安学区は団地ができて概ね４０年くらいになる、

人口約３，３００人、約２，１００世帯の地域です。

　上安学区社会福祉協議会の取り組みについて、白石

篤俊会長にお聞きしました。

Q.『学区社協の会長として感じられることは？』
A.学区社協会長になって３年です。私自身は転勤族で現役時代はほと
んど妻に任せっきりで、定年退職してから本格的に地域の事にも関わる

ようになりました。誰もが普段から気にかけることが大切で、緩やかな

見守りの必要性を感じています。

　これからも住み慣れた地域で生活していく上で、町を知り地域を知

ることも大事と思っています。郷土懇話会は

昔を知ることで地域にも愛着が生まれてくる

そのひとつです。

　趣味の魚釣りも地域の取り組みに活かせる

といいです。

Q.『どのようなことに、学区社協として
取り組まれていますか？』

A.学区社協としては、５グループで取り組んでいます。
「美しく潤いのあるまちづくり」、「災害なく安全で安心して住めるまち

づくり」、「犯罪や事故がなく安全、安心な街づくり」、「支えあい頼れる

まちづくり」、「楽しくやさしいまちづくり」

　特に地域のつながりやコミュニケーションを意識した交流の場づくりの

ひとつに、高齢者のつながりづくりの「ふれあいいきいきサロン」があり

ます。また、「異世代交流」は、小学校や中学校と地域住民のふれあいの

場となって、図書ボランティアや昔遊び、清掃活動などで交流を深めてい

ます。今年も１０月１日に上安小学校で開催される「上安ふれあいまつり」

は和太鼓や神楽、合唱などが行われ、地域全体の交流になっています。

　５グループで取り組んでいるのは、福祉のまちづくりプランに取り組ん

だことがきっかけです。このプランの会議等を通して、地域の取り組みを

確認し、今も毎月一回会議を行い共有を図っています。

上安学区
社会福祉
協議会

楽しみながら、
緩やかな見守り

　１０月１日から“じぶんの町を良くするしくみ”をスローガンに赤い羽根共同募金
運動が始まります。多数の方々のご協力をいただき、今年で７１年目のとりくみを
迎えました。
　みなさまからお預かりした募金は、地域福祉の推進やボランティア活動・障害福祉
活動・子育て支援など幅広い福祉活動に活用されています。
　本年度も、募金を通じた地域福祉への、あたたかいご支援をよろしくお願いいたします。

　戸山学区は、県道７７号線沿いに東西に約９キロに伸び、標高９７７

メートルの東郷山や吉山川、広大な田園地帯が広がる自然がいっぱいの

地域です。人口は約１，９５０人で、全部で１６の集落があり、高齢化

率は安佐南区の中で最も高く人口の４０％を超えています。

　主な活動の１つとして、民生委員・児童委員協議会と女性会の協力のも

と、年４回ひとり暮らしの高齢者へ手作りの弁当を届けています。直接

手渡しで届けることで、顔を合わせ、ちょっとしたおしゃべりもはずみ、

ゆるやかな見守りにつながっています。

　また、年に１回戸山学区の全１４のサロンが一堂に会し、相互の交流、

親睦をはかる「いきいきサロン戸山

集会」は、毎年１００人以上が集まり、

大盛況です。

　地域課題として交通問題があります

が、暮らしやすい地域づくりが進められ

る体制づくりを検討中です。

　自然と郷土愛にあふれる戸山に是非お越しください。きっと戸山のファ

ンになっていただけると思います。
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寄付は地域を支える第一歩

☆このようなときに、寄付というのはどうでしょうか？

●長寿や結婚、金婚式などのお祝いの記念として
●フリーマーケット・チャリティーバザーなどの収益金を
●グループの忘年会、会合などの会費の一部を
●香典返しに代えて
●お店などの募金箱から

☆主な寄付金の使途
　●地域福祉事業　　　●障害児者福祉事業
　●ひとり親福祉事業　●ボランティア事業
☆寄付金のお申し込み・お問い合わせ先
　広島市安佐南区社会福祉協議会事務局
　〒731-0194 広島市安佐南区中須1-38-13
　TEL（082）831-5011　FAX（082）831-5013

寄付についてのご案内
皆様からの温かいご支援が、福祉の向上への大きな力
になります。寄付はそのひとつの方法です。

いただいたご寄付は、
下記の事業に使わせていただきます。

★工作、すごろく、
　ヨーヨーつり、
　射的など
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　平成２６年８月２０日、私たちの街は豪雨による土砂災害で

甚大な被害を受けました。

　災害復旧に多くのボランティアが支援をくださり、いま街は災害

の教訓を生かした防災・減災のまちづくりが進められています。

　私たちは、災害ボランティアに携わった経験とノウハウを

継承するとともに、万一の発災時に住民相互の支援活動が迅速・

円滑に行えることをめざす市民団体として、安佐南区防災強化

月間そして豪雨災害２年の節目である平成２８年８月に結成

しました。

　また、復興連携センターで行ってきた被災者支援が社会福祉

協議会の通常業務に移行されるのを機に、平成２９年４月から

区ボランティア連絡会の一員として加えていただき、社協や自治

会等が行う防災や災害ボランティア活動に協力しています。

　子育て世代（主に未就

学児をもつ子育て家庭）

でご希望の方は、安佐南

区社会福祉協議会まで

お問い合わせください。

（この冊子は“子育て・サークル応援グループMaMa

ぽっけ”が国際ソロプチミスト広島「広島8.20土砂

災害復興支援金」の助成を受けて作成しました。）
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テーマ：『広げよう地域のチカラとつながるココロ』
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安佐南区
ボランティアまつり

販売・バザー販売・バザー
★野菜、漬物、ジャム、クッキー、
　小物など支援施設などで
　丹精込めた品々を展示販売
★東北支援物品販売

★安佐南区内ボランティア
　グループの活動紹介
★安佐南区内学区社協の
　活動紹介
★支援施設や子育て
　サークルの作品展示

パネル展示パネル展示

★災害支援活動報告
　パネル展示
★防災・減災・備蓄品展示

広島豪雨災害・
東日本大震災
コーナー

広島豪雨災害・
東日本大震災
コーナー

★血圧・体脂肪測定
★健康相談
★マッサージ

健康コーナー健康コーナー

ステージ（予定プログラム）
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オープニング

長束太鼓

ハーモニカ演奏

防災紙芝居

たのしくうたおう

みんなで踊ろう！アンパンマン体操

腹話術、紙芝居

盲導犬の紹介

休憩（DVD上映、室内ペタンク等）

カープ応援歌
お楽しみ抽選会
エンディング

時　間

10:00～10:10

10:15～10:40

10:45～10:55

11:00～11:20

11:25～11:35

11:40～11:50

11:55～12:25

12:30～12:40

12:40～13:50

14:00～15:00

内容等

スタンプラリーもあり、
ご家族で楽しめる
おまつりです♪

高齢者いきいき活動ポイント事業の対象です。
（70歳以上の方は手帳をご持参下さい）

第８回

５Kチーム(防災・災害ボランティア活動支援チーム広島) ママの防災ぽっけの紹介

５K(ごけい)・・「互恵・お互いさま」の活動
記憶・継承、警戒・広報、教育・訓練、交流・
交換、行動・活動など、冒頭の「-K-」をと
り、本会の趣旨を表すニックネームです。

５Kチームホームページアドレス　http://team5k.webcrow.jp/

◀被災地での視察
研修をお手伝い
する５Kチーム・
地域サポートグ
ループ幹事(手前)

防災冊子
『ママの防災ぽっけ
保存版』が出来ました。

★日時：平成29年9月24日（日）10：00～15：00　★場所：安佐南区総合福祉センター内

ボランティア
活動体験
ボランティア
活動体験

★点字、手話、音訳録音、要約筆記、
　福祉車両の展示、車いす介助など
　の各種体験
★視聴覚障がい、肢体不自由を
　サポートするツール紹介


